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夏休みは、「勉強ばかりしていた」という生徒は、いるでしょうか。 

センター試験まであと半年もないという高校３年生は、夏期講座の第１クールから第４ク

ールまでしっかりと受け、さらに勉強合宿でダ５クールという日程をこなしました。そのよう

に勉強していると、むしろ勉強は心地よいものになるだろうと想像できます。 

夏休みの長い間、「動いているほうが疲れない」のです。勉強とはそのようなものだと信

じます。運動や学習を通してわかることは、１日休めば３日分を取り返すことになり、より疲

れることがあります。休んでいる物体は相当のエネルギーを用いないと運動を開始させに

くい、いわゆる『慣性の法則』のような原理が、私たちの脳の働きにも当てはまるかもしれ

ません。 

もうみなさんも気が付いていることでしょう。 

学習し続ける脳は、常に活発に働いているものだということを。これを知っておくことは

大切です。くれぐれも、もっと休み続けたいなあ、とは考えないことです。休み続けるほう

が疲れます。９月の１週間が過ぎました。身体も元気にスタートできていると期待していま

す。それによって、これからの勉強の有り様も変わってきます。最低限の宿題を期限まで

に提出できないようではいけません。宿題冊子やノートを見れば、宿題提出のためだけ

に宿題をやっていた、ということが先生だけでなく自分でもわかるはずです。どれだけ自

分のためにやれたかということも、自分がいちばんよくわかっています。夏休み明け宿題

チェックテストがあると思います。それらのテストを、自分の振り返りのために役立ててくだ

さい。 

 

ところで、中学校までの勉強内容は、大学入試にどれくらいのパーセントで出ると思い

ますか。たとえば、大学入試の英語は、文法内容でいうと中学３年間で学んだことが８０％

近く出るという調査結果があります。この「８０％」という数字は意識しておきましょう。また、

英語の場合はそうですが、他の教科についても、先生方に尋ねてみてください。 

  大学受験勉強とは、高校３年生になってするものではない、ということを中学生だけで 

なく高校生の皆さんも頭に入れておきましょう。 

   

 

 

 

 

 私たちは、書物や人を通して、多くの言葉によって励まされ生かされていることを実

感することがあります。翻訳者であり児童文学作家である石井桃子さんが、「人はことば

によって人になる」と書いています。以下に、「蛍雪時代」に載っていることばを「勉強に

効くことば」と置きかえて紹介しておきましょう。 

 

● 勉強に効くことば１ー 

 

１． 自分を信じて続けるのみ。執念あるのみ。明確な目標を定めた後は、執念。 

これは、チキンラーメンやカップヌードルを発明した安藤百福の言葉です。彼は戦後の食糧難の

時期に、いつでもどこでも食べられる即席麺の開発を始めます。しかし、麺を腐らせない方法が

どうしても見つからない。「ダメかな」と思い始めたとき、初心に戻って分析を重ね、ついに麺

を油で揚げる方法を思いついたのです。 

 私たちの仕事や勉強もまったく同じですね。目標を決めたら、自分を信じて続ける

のみ。執念あるのみです。計画にしたがって実行することだけを考えればいいのです。すぐ

に結果が出ないと、「これでいいのかな」と迷いが生じます。計画を立てていない人は迷いが出

て当然。 でもそうでないならば、突き進むのみです。 

 

 ただし、いくら執念だと言っても、うまくいかない場合には冷静に分析することが必要です。

失敗は、自分の方法や計画が機能しているかどうかをチェックするための機会となります。うま

くいっているのであれば、知識が増えたり問題が解けたりしているはずです。失敗し続けている

のに闇雲に突き進むことを「信じる」とは言いません。「無謀」と言うのです。無謀な計

画は変更すべきです。絶対に成功してやるぞという執念は、時として冷静さを失わせる

ことにもつながりかねませんから、注意が必要です。 

 夏休みごろから過去問などの実戦的な勉強を始める人も多いと思うのですが、「自分はこの問

題集を信じるのだ」と意気込んでみても、土台となる基礎力がなければ意味がありません。うま

くいかない原因がわからなければ、成功している友だちに勉強法を聞いてみたり、先生に相談し
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てみたりして、計画に手を加える柔軟性も必要です。その要素も含めての「執念」なのです。 

 もとから具体的な計画がない人には、「信じる」という要素はあり得ません。本当に成功した

いのであれば、計画を練って日々の学習を具体化し、視覚化することが必要です。９月からの計

画を立てたなら、まずはそれを信じて続けることです。ブレることなく、執念をメラメラと燃や

しながら、成功へと向かえばいいのです。 

計画を立てたなら、あとは己を信じて突き進むのみ!  
             

     以上、高１～高３教室に置かれている「蛍雪時代」９月号より 
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●エビングハウスの忘却曲線                                    

        

心理学者のヘルマン・エビングハウスによって示された、人間の脳の忘れる仕組みを

曲線で表したものです。これによると、 

 

① ２０分後には４２％を忘却し、５８％を覚えていた。 

② １時間後には５６％を忘却し、４４％を覚えていた。 

③ １日後には７４％を忘却し、２６％を覚えていた。 

④ １週間後には７７％を忘却し、２３％を覚えていた。 

⑤ １か月後には７９％を忘却し、２１％を覚えていた。 

 

というデータがあります。授業が終わってから復習しなければ、翌日には７４％を忘却し 

ているのですから、復習なしでは高得点が取れないのも当然ということになります。本当

に勉強し吸収するのは、授業以外の復習・自主学習が決め手になるということです。勉強

が苦手な人でも、いわゆる「頭がよい」といわれている人であっても、個人差はないという

データが出ています。言い訳せずにやりましょう。 

 

●いつやるか？ 

 

① 暗記して１０分ほど後に１回目の復習。 

② できるなら寝る前に復習すると驚異的に覚えていられる。 

③ 絶対に復習しないといけないのは翌日。２回目の復習は絶対に翌日 

④ ３回目の復習は７～１０日後に行うことで、記憶が呼び戻される。 

⑤ ４回目の復習は４～６週間後に行うことで、ほぼ鉄板となる。 

 

●さらに記憶効率を高めるために 

 

 勉強した後にホッとしてゲームをやったりテレビを見たりする人がいますが、

完全に逆効果だそうです。むしろ暗記をしたなと思ったらすぐに寝た方がいいの

です。睡眠中に脳の中で整理される情報は、寝る直前のものが多いので、せっか

く暗記を頑張っても、寝る前のゲームやテレビの記憶が優先的に脳内に整理され

てしまうということになります。「記憶の定着には睡眠」を合言葉に、寝る前の暗

記を楽しいものにしましょう。 

 

                                

  

 

 

 

 

 次号掲載予定 ９月号で予定していた以下の２つの記事を１０月号へ変更させて 

            いただきました。あしからずご了承ください。 

暗記力を高めるための十か条 
１．そもそも覚えたいと思っているか。させられる勉強では覚えられない。 

２．覚えるべき対象は理解できているか。理解できていないものは覚えにくい。 

３．最初に何度も小声で音読し、暗記の準備をする。 

４．ＣＤがついていれば段違いに暗記力はアップするので、それを利用する。 

５．見る、聞く、話す、書く、の４アクセスを同時に使う。最低でも３アクセス。 

６．覚えるべき情報を何度も紙に書きつける。 

７．書きつけながら音読を繰り返す。最低３０回。知らない度合いが高いと５０回。 

８．紙に書きつけることができなければ、Read & Look-Upを活用する。 

９．覚えるべき情報量をこまめに切り、タイムトライアルを活用する。 

１０．覚えたかどうかをチェックする際には、前に覚えた復習から始める。 
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